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 本研究領域は、アジアにおける新人（ホモ・サピエンス）の文化形成に関

わる複雑なプロセスに焦点を当て、考古学、歴史学のほか、文化人類学、形

質人類学、人類生態学、遺伝学、年代学等の多様な学問分野からアプローチ

することで、新たな文化史の構築を試みる野心的な提案である。アジアにお

ける新人の拡散と定着およびそれに伴う文化変動の解明は、ヨーロッパ・生

物学が中心という既存の研究動向に一石を投じ、総合的な人類史の構築につ

ながると期待される。今日の人間とは何かを考える上でも重要で、国際的に

大きなインパクトを持ち得る研究である。領域推進の計画についても、これ

までの研究課題の経験と蓄積を踏まえて詳細かつ具体的に示されており、過

去の採択領域からの飛躍的な発展が見込まれる。 
 一方で、本研究領域における実証的解析（研究項目 A）と理論的解析（研

究項目 B）の融合、及び、人間集団の文化・行動変化に関する多様なデータ

をどのように現象数理学的モデルに組み入れるのかという点についてはや

や不明瞭である。 
 個々の研究成果を新たな文化史の構築に着実に結び付けるためにも、領域

全体として研究項目間・計画研究間の有機的な繋がりを構築するとともに、

総括班を中心とするより精緻かつ実行可能性の高い枠組みの確立が望まれ

る。 
 

 


